
Billet 6SCP
【下記の条件を満たして頂いた場合により成立致します】●お客様がご購入の際、製品をお買い上げ頂いた販売店より十分な説明を受けている事。●下記所定の欄に
販売店の名称、所在地の記入・捺印があること。●お客様自身が当製品に関して販売店より説明を受けた後、ご自身でこの説明書をご一読いただき、尚かつ販売店か
らの説明をよく理解した上で、署名をいただく事。●保証の内容につきましては、本キットのみ保証の対象とさせていただきます。
【販売店へのお願い】記入欄全てに必要事項をご記入の上、1週間以内に弊社宛にFAXをお願い致します。なお保証期間は3年間、または3万Kmのうち、早い方とさせ
ていただきます。

【2020年6月現在】

Reverse gear system
取扱説明書

Ltd.JAPAN

販売店名

私は販売店より「手動式リバースギアキット」の説明を受け、本書の「操作方法」を読み、

製品に関して十分な理解をしています。

【販売店記入欄】

【所有者記入欄】

氏名 車種

シリアルナンバー

作業者名

走行距離 車体番号

取付日 登録番号

形式 サイドカー　　二輪　　トライク　　＊いずれかに○

Billet 6FC-W/WB

● 中古品または中古車輌に装着されている品
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　この度は弊社のリバースギアキットをお買い上げ

頂き、誠に有難うございます。本製品は【安全で扱い

やすいH-D】の実現をテーマ賭する弊社が、設計の

段階から一貫して開発・実装試験を繰り返してきた

製品です。有限会社萬羽独自の構造と機能を備え、

品質の確かさ共々お客様の絶大なる支持を頂ける

ものと自負しております。

　この製品は、従来より有限会社萬羽が開発・製造・

販売をしてまいりましたモデルを徹底的に見直すと

ともに、長年のテーマでありました構造の簡略化と

高品質化に取り組んだ製品です。お客様の愛車に組

み込まれました後には、その性能と信頼性、品質に

きっとご満足頂けるものと確信しております。

　それでは快適なH-Dライフをお楽しみ下さい。

有限会社萬羽 萬羽一郎

お客様各位

【作業上の注意と使用する工具】
・作業を始める前に本説明書をよく読み、作業内容の概要をよく理解して下さい。
・組み付け作業、調整は弊社が指定する販売店、サービスショップで実施して下さい。
・このキットの組み付けには特殊工具が必要になります。事前にご用意下さい。
・その他の工具は作業内容に見合った適切な工具を使用して下さい。

【使用工具】
1：特殊工具・萬羽製プレートレンチ（別売）
2：特殊工具・萬羽製ドリルガイド（別売）
3：超硬R2.5mmボールエンドミル（ドリルガイドに付属）
4：ロックタイト♯620（グリーン）・♯272（赤強硬度）

【警告】 指定以外の接着剤は使用すると破損の恐れがあります。
ロック剤は必ず上記製品をお使い下さい。

プレートレンチ（別売） ドリルガイド（別売）

作業を開始する前に、すべてのパーツを確認してください。全梱包内容は以下のとおりです

警告：適切にセットアップされていること、作動が円滑であることを
確認した後、作業を行ってください。

① Rボディ
②メインギヤ 13T
③カウンターギヤ 27T
④アイドラーギヤ 15T
⑤ロックピンスクリュー2
⑥ボルト 10×12
⑦ワッシャー
⑧カウンターボス
⑨キー ×2
⑩シフターブッシング
⑪プッシュロットエンド
⑫シフトレバー
⑬ボルト 8×45
⑭ナット M10
⑮ワッシャー
⑯Sワッシャー
⑰インスペクションキャップ
⑱Oリング（インスペクション）
⑲ボール 8mm ×2
⑳スプリング
㉑スラストワッシャー
㉒シフター
㉓スナップリング
㉔スナップリング（SUS）
㉕アイドラーピン
㉖コンタルナット M10
㉗ノブ
㉘スクリュー 6×20
㉙ストッパーカラー
㉚シフター
㉛ガスケット
32ロックタイト（620♯）
33スクリュー M5×15 - 2
34スクリュー M5×12 - 4
35バックプレート

Billet 6FC-W/WB

1　リバースギア本体
2　ガスケット×1
3　シフトレバー×1st
4　Rカウンターギア（27T）×1st
5　Rメインギア（13T）×1st
6　コーションラベル
7　ロックタイト＃620
8　ブレーカーキーキットー×1　＋スペア

①

②

③
④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬ ⑭
⑮ ⑯

⑰ ⑱

⑲⑳
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作業を開始する前に、すべてのパーツを確認してください。全梱包内容は以下のとおりです

警告：適切にセットアップされていること、作動が円滑であることを
確認した後、作業を行ってください。

作業を開始する前に、すべてのパーツを確認してください。全梱包内容は以下のとおりです

警告：適切にセットアップされていること、作動が円滑であることを
確認した後、作業を行ってください。

1 Rボディ                           
 2ブリーダープレート
 3インスペクションキャップ
 4スリーブ
 5ヒートガード
 6シフトレバー
 7ノブ 
 8コンタルナット
 9カウンターボス
10メインギャ13Ｔ
11カウンターギャ27Ｔ
12アイドラーギャ15T
13キー
14ロックピン
15ワッシャー３２φ
16ボルト10X15
17シフター
18アイドラーピン
19スナップリング
20スナップリングSUS
21シフターブッシング
22ボール8mm
23スプリング
24ホーローセット
25ブリーダーバルブ
26　０リング12φ
27　０リング45φ
28　０リング9.5φ
29　０リング36φ
30スクリュー5X15
31スクリュー6X20
32ボルト8X45
33ワッシャーM8
34ワッシャーM6
35カラー10X12
36ナットM8
37レリーズピストン
38　０リング（ピストン）
39スプリング（ピストン）
40ガスケット
41ロックタイト（620＃）
42プッシュロット（396ｍｍ）
43シートダンパースプリング

 1Rボディ                           
 2メインギャ13Ｔ
 3カウンターギャ27Ｔ
 4アイドラーギャ15T
 5ロックスクリュー
 6ボルト10X12
 7ワッシャー
 8カウンターボス
 9キー
10シフターブッシング
11プッシュロットエンド
12シフトレバー
13ボルト8X45
14ナットM10
15ワッシャー
16Sワッシャー
17インスペクションキャップ
18０リング
19ボール8mm
20スプリング
21ホーローセットM10
22シフター
23スナップリング
24スナップリングS
25アイドラーピン
26ナットM10
27ノブ
28スクリュー6X20
29ストッパーカラー
30シートダンパースプリング
31ガスケット
32ロックタイト（620＃）

Billet 6SCP
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1　リバースギア本体
2　ガスケット×1
3　シフトレバー×1st
4　Rカウンターギア（27T）×1st
5　Rメインギア（13T）×1st
6　コーションラベル
7　ロックタイト＃620
8　ブレーカーキーキットー×1　＋スペア

1　リバースギア本体
2　ガスケット×1
3　シフトレバー×1st
4　Rカウンターギア（27T）×1st
5　Rメインギア（13T）×1st
6　コーションラベル
7　ロックタイト＃620
8　ブレーカーキーキットー×1　＋スペア

43

2019年度車輌のスプリングダンパー及びシ
ートダンパースプリング（クラッチ内部部品）
の厚み合計が3.5mmから4.5mmに変更に
なりました。その為スプリングダンパーの個体
差（厚い・薄い）により●クラッチ切れが悪く
なる、また操作により●クラッチの消耗が早く
なる●クラッチが滑りやすくなるなどの不具
合が生じる事が考えられます。よってスプリン
グダンパー及びシートダンパースプリングを
取り外す、または萬羽製（0.8mm）のシートダ
ンパースプリングに取り替えるようお願いい
たします。

32
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作業手順

超硬R2.5mmボールエンドミル

②ドリル加工用の穴にドリルを差しネジを仮締めし
ガタを取り、芯出した後にネジを本締めして下さい。

①Rメインギア
ガイド用の穴を確認

1　メインシャフトとカウンターシャフトの
ナットを取り外します。※Billet5/CAST5は
ワッシャーを取り外さない。

2　メインシャフトとキット内にあるＲメイ
ンギア（13T）の脱脂を行って下さい。

3　次にRメインギアのネジ穴にロックタイ
ト＃620を十分に塗布し、手で軽く締めま
す。

4　専用工具プレートレンチを使い本締めし
ます。この部分の締め付けはトルク110Nm
で行って下さい。ロックタイトの硬化には24
時間が必要です。

5　Rメインギアの本締めが完了したら、Rメ
インギアにロックピンを挿入する為の穴を加
工します。キットのRメインギアには既にガ
イドの穴が開けてあります。この穴をガイド
にしてドリル加工をします。専用のドリルガ
イド（別売）を使用する場合は図1を参照
し、芯を取ってからドリリングを行って下さ
い。

6　奥のメインシャフトに向かってRメイン
ギアの表面から22mmの深さまでドリリング
します。刃先に油を塗布（ミッションオイル
でも可）し切子をエアブローしつつ1mmず
つドリリングして下さい。工具破損の原因と
なります。

7　ドリリングが終了したら、ロックピンを
ねじ込んで下さい。この際、ロックピンには
ロック剤を塗らないで下さい。

8　カウンターボスとカウンターシャフトネ
ジ山部分を脱脂した後、カウンターボスの
シャフト側ネジ山部分にロックタイト#620
を十分に塗布し、手で軽く締め、プレートレ
ンチにて110Nmで締め付けます。

9　カウンターボスとカウンターギアの接触
部分に油脂を塗り、カウンターボスにカウン
ターギアを挿入し、その溝にブレーカーキー
を挿入して下さい。

10　ボルト（10×10）を25Nmで締め付けて
下さい。この時にネジ山部分にロックタイト
（赤強硬度）を塗布して下さい。

ロック剤はブレーカーキーには
絶対に塗らないで下さい。

図1:ドリルガイド（別売）

本体

ネジ

ドリルガイドの取付

Rメインギアドリリング加工

22

警告 リューターは高回転のため使用不可

切子は廃棄しない為、1mmづつ掘りエアブロー
して下さい。　工具破損の原因となります。

200～800回転

刃先に油を塗布
（ミッションオイルでも可）

ミッションオイルを塗布！
50～60

インパクトレンチの使用不可

Loctite

Loctite

Loctite #620

Loctite

Loctite #620により強度が保たれる為、必ず付属品を使用して下さい
それ以外のものは使用しないで下さい

警告 警告 警告 警告 警告 警告 警告
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ピストンシールのゴムが破損します!!
ブレーキクリーナーなどの揮発性の洗浄剤使用禁止

フィッティング取付角度に合わせて下さい。直角ではありません。（11度斜め）
ネジ山にメッキが付き入りにくい場合はタップ処理して下さい。（M10×1mm)

シフトレバーの取り付け方

クリアランス
1.4mm以上

オイルホースをつぶさないよう
十分お気をつけ下さい。

注意！

エキゾーストパイプを
十分避けるように取り回して下さい！

Billet 6SCP

メインギア交換時のロックピンホール調整

メインギア交換時に、新品の
ギア穴と既に加工されている
本体のロックピンホールへの
合わせ方

プレートレンチ（別売）

Rギアの取り外しにはプレートレンチ（別売）

を使用して下さい。

2～3枚重ねて110Nm以上で取り外します。

※一枚だと破損する場合があります。
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ミッションオイルを塗布！
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Rギアの取り付け作業がすべて終了したら、クラッチの調整を行います。以下の手順をご参照ください。

1 ダービーカバーを取り外します。

2 クラッチワイヤーをできるだけ緩めておきます。

3 次にクラッチアジャスターのロックナットを緩めます。

4 ロックナットが緩んだら、アジャスターを指でできるだけ締め込み、底尽きした時点から1/4 回
転戻し、ロックナットをロックします。

5 シャフト側の調整が終了したら、先ほど緩めておいたワイヤーを適度に調整します。

6 クラッチ調整が終了したらダービーカバーを取り付けて、すべての作業を終了します。

注意：クラッチ切れのストロークが少ないと、Rギアの抜けが著しく悪くなります。
注意：ビレット6Sは構造上、熱膨張により調整具合が若干変化します。

調整

注意：バックする時はアクセル開度はほぼ全閉。アイドリングにきわめて近い状態(1300rpmくらい)がベストです。
注意：Rギアが入っている状態では前進ギアの操作はしないでください。万一前進ギアに入れてしまった場合、
Rギアは解除されますが、まれに途中ポジションで止まっている場合がありますので、Rギアを【OFF】の位
置に戻してください。
注意：前進走行時には絶対Rギアを操作しないでください。ギアボックスが破損し重大な事故を起こす可能性があります。

必ずローギアに入れ、ミッションの回転を止めてから、バック操作を行ってください。

警告：シフトを１速にせずにニュートラルからＲギアに入れると、セーフティーブレーカーが切れます。セーフティーブレー
カーが作動した場合は、ＲギアをOFFの状態にして走行してください。その後速やかにブレーカーの交換を行ってください。

ブレーカーキーは消耗品です。使用状況により定期点検を待たず消耗してしまうことがあります。

1  クラッチを握りシフトを1速に入れます。
2  Rシフトノブをまわし、Rギアを入れます。
3  1速からニュートラルに入れるとリバー スON。クラッチとブレーキの操作でバックさせます。
4  リバースOFFは、シフトレバーを戻すだけで通常運転に戻ります。

操作方法

【共通注意】
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インスペクションカバー プーラー

ホーローセット（イモネジ）

Oリングが密着しているため
カバーネジをはずしただけでは
インスペクションカバーを取り外せません。
下記の通り、取り外し作業を行って下さい。

①ホーローセットを先にボディ表面までねじ込みます。

②キャップスクリューを左右均等に締め付けていき

インスペクションカバーを水平に取り外して下さい。

左右均等に!

M5×12
キャップスクリュー
M6×20

水平にとりはずす

インスペクションカバーの取り外し方

ホーローセット（イモネジ）×2
キャップスクリュー×2

インスペクションカバー
プーラーキット

6S-Ⅱはビス穴が貫通しているためオイルが漏れます。
シール材またはロック材などを塗布して下さい。注意

ブレーカーキーの交換

Oリングに

ブレーカーキーキット
キー×4　ボルト×２
ワッシャー×２　Oリング×２

6S-Ⅱはビス穴が貫通しているためオイルが漏れます。
シール材またはロック材などを塗布して下さい。

注意

ミッションオイルを塗布！

P16
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レリーズピストンの「Oリング」
（インナーキット）
シリンダーに傷がある場合は
交換してください。
インナーキットは車検時、
または2年ごとに交換してください。

クラッチ板は消耗品であるため、
クラッチが減っている場合、●クラッチ切れが悪くなる
●クラッチが滑りやすくなるなどの不具合が生じる事が考えられます。
よって萬羽製（0.8mm）のシートダンパースプリングに取り替える、
または純正のスプリングダンパー及びシートダンパースプリングを
取り外す、ようお知らせいたします。
よりクラッチ板を長持ちさせる事が可能です。

2 年ごとの定期点検を必ず行って下さい


